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1.初 めに
我 々の周 りにある世界 を我 々が見 るとき､ 目に先ず情和が捉 え られ､ 次いで神
経 を通 して脳 に伝 え られて認識す るに至 る｡ 我 々が見 る物 と認識 とは必ずしも一
対一対応 していないと考 え られ る｡ ｢錯覚｣がその例である｡ 同 じ物 でも周囲の
影響 で違 った物 に見える｡ 我 々の外 に客観的に存在す る物 を ｢物理空 間｣(phys-
icalspace)と呼び､ 脳 に於 ける情報処理の後 に認識 した物 を ｢視空 間｣(visual
space)と呼ぶ ことにす る｡ ｢物理空間｣ と ｢視空間｣ との間の対応 を議論する｡
歴史的にはHelmholtzがhoropterという概念 を提出 して いる｡ [l]これ は被験者
に水平 に並んだ二つの光源 を見せ る｡ その中点 と被験者 とを結ぶ線上 にもう一つ
の光源 を置 きこれを前後 に動か して､ 三つの光源が-直線上 に並んで いるように
見 えるところを被験者 に決めさせ る｡ これ らの三つの光源 は物理空 間で必ず しも
一 直線 に並んでいるとは限 らない｡ 実際には左図の ように遠方では凹に､近い所
で は凸になっている｡ 三点が作 る曲線 をhoropterと呼ぶのである｡
左 目 右 目
この実験か ら明 らかな ように我 々は外の世界を負曲率の空 間 と して認識 してい
ることにな る｡ [2]なぜ負曲率かについての理 由は明かでないが､ おそ らく外か
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らの視覚情報をできるだけ多 く取 り入れて処理 しようとするからであろうと想像






leyを得るには､ 先ず遠方の二回定点の外に､ x軸に関 して対称なもう一雄の二点
を提示 してその二点間の距離が遠方の二回定点間の距離と等 しく見えるようにす









関係にある｡ この変位の大きさは視空間での大 きさで認識されるから､ これを
(ds)2=dx"dxα=8dP和 ㌔dxidx'=g;jdxidxj (2)
と表す｡ gijは計量テンソルである｡ 次ぎに平行移動を定義する｡ あるベク トル
Aを物理空間でdxだけ動かしたときに視空間において変化 しないならばAは平行移






















という模型を考えることもできよう｡ このとき､ α>0な らば､伸びつつある線分

































る｡ しか し､ 同期が短 くなったときにDl｡の平均が正にな り逆の認識 となる｡ これ
は､ 被験者がキーを押すのに遅れて しまうことによると考えられる｡
図1はDRn.tをDRhの関数 としてプロッ トしたものである｡ 1(a)は周期が31secの






































周期T(sec) 縦長になるときの 横長にな るときの
b′a-1 b′a-1
13 -0.335 0.585
周某月が短 くなるとb/a-1の符号が逆にな るのは､ キー押 しの遅れのためと思われる｡
周期が長い場合､ 技長になるときには実際よ りももっと縦長に見えていることに
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